
Confidential

© 2023 NTT DATA Corporation

2023年12月26日
株式会社NTTデータ
カード&ペイメント事業部

消耗品一覧（Castles製Saturnシリーズ）



© 2023 NTT DATA Corporation 1

Castles製 Saturn1000Eliteの消耗品 1/3
項
番

品名 写真 説明
実寸サイズ

W（幅）×D（奥行き）×H（高さ）

1

決済端末本体
付属品

POS連ケーブル
（Saturn1000Elite/Satu
rn1000Lane用）

クレードルとPOS端末を接続するケーブル。 1650±30 mm

2
本体充電ケーブル
（Saturn1000Elite用）

決済端末本体とプリンタ付きクレードルも
しくはUSB電源変換アダプタを接続する
ケーブル。

1500±30 mm

3
USB電源変換アダプタ
（Saturn1000Elite用）

コンセント差込用機器。本体充電ケーブ
ルに接続し、充電時に使用します。

55×22.8 × 41 mm

4
PINシールド
（Saturn1000Elite/Satu
rn1000Lane用）

決済時お客様による暗証番号入力用の
装置。

62±1×62±1×29±1mm

5
プライバシーフィルター
（Saturn1000Elite用）

決済端末の画面に貼るフィルター。周囲
からののぞき見防止の効果があります。

130mm×70mm（幅×奥行）

6
スタイラスペン/ストラップ
（Saturn1000Elite/Sat
urn1000Lane用）

決済端末の画面入力時に使用するペン。
ボタン押下などの操作をスタイラスペンを用
いて実施します。

109±1 mm

7
スペアバッテリー
（Saturn1000Elite用）

決済端末の予備用バッテリー。
※本体のバッテリー蓋も付属します。

75±0.2 × 5.5±0.15 × 51±0.2 
mm
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Castles製 Saturn1000Eliteの消耗品 2/3

項番 品名 写真 説明
実寸サイズ

W（幅）×D（奥行き）×H（高さ）

8

プリンタなしクレードル
(S1EB）付属品

プリンタなし/ありクレード
ル共通電源プラグ
（Saturn1000Elite
用）

コンセントとACアダプタをつなぐ機
器。

1830 ±50mm

9

プリンタなしクレードル
ACアダプタ
（Saturn1000Elite
用）

電源プラグとプリンタなしクレードル
を接続する機器。

106.5 × 46.4 × 32ｍｍ
ケーブル長：約1000ｍｍ

10

プリンタなしクレードル接
続用USBケーブル
（Saturn1000Elite
用）

プリンタなしクレードルと決済端末を
接続するケーブル。

25 × 80 ｍｍ
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Castles製 Saturn1000Eliteの消耗品 3/3

項番 品名 写真 説明
実寸サイズ

W（幅）×D（奥行き）×H（高さ）

11

プリンタ付き
クレードル
(S1EP)
付属品

プリンタなし/ありクレードル
共通電源プラグ
（Saturn1000Elite用）

コンセントとACアダプタを接続する機
器。

1830 ±50mm

12
プリンタありクレードル
ACアダプタ
（Saturn1000Elite用）

電源プラグとプリンタ付きクレードルを
接続する機器。

115 × 53 × 38ｍｍ
ケーブル長：約1500ｍｍ

13 クレードル接続用USBケー
ブル（T型）1m

決済端末本体とプリンタ付きクレー
ドルもしくはUSB電源変換アダプタ
を接続するケーブル。

※本ケーブルにて決済端末本体と
プリンタ付きクレードルを接続した場
合、ケーブル形状により決済端末
本体をプリンタ付きクレードルに格納
できなくなります。

1m

14
クレードル接続用USBケー
ブル（T型）2m

決済端末本体とプリンタ付きクレー
ドルもしくはUSB電源変換アダプタ
を接続するケーブル。

※本ケーブルにて決済端末本体と
プリンタ付きクレードルを接続した場
合、ケーブル形状により決済端末
本体をプリンタ付きクレードルに格納
できなくなります。

2m
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Castles製 Saturn1000Laneの消耗品

項番 品名 写真 説明
実寸サイズ

W（幅）×D（奥行き）×H（高さ）

15
POS連ケーブル
（Saturn1000Elite/Saturn10
00Lane用）

決済端末とPOS端末を接続するケーブル。 1650±30 mm

16
本体充電ケーブル
（Saturn1000Lane用）

決済端末とコンセントを接続するケーブル。 1500±50 mm

17
スタイラスペン/ストラップ
（Saturn1000Elite/Saturn10
00Lane用）

決済端末の画面入力時に使用するペン。ボタ
ン押下などの操作をスタイラスペンを用いて実
施します。

109±1 mm

18
PINシールド
（Saturn1000Elite/Saturn10
00Lane用）

決済時お客様による暗証番号入力用の装置。62±1×62±1×29±1mm

19
プライバシーフィルター
（Saturn1000Lane用）

決済端末の画面に貼るフィルター。周囲からの
のぞき見防止の効果があります。

141.7±0.1 × 79.1±0.1 mm（幅×
奥行）
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Saturn1000Elite ～PINシールド概要～
Saturn1000Eは、ソフトウェアPIN(ディスプレイに直接暗証番号を入力する方式)を採用しております。
目の不自由な方にご利用いただくため、オプションで「PINシールド」をご提供します。

通常ご利用時 暗証番号入力

フラットなディスプレイ上にPIN入力ボタン(暗証番号入力ボタン)が表示されます。
ディスプレイのボタンをタッチして、暗証番号を入力下さい。

PINシールド ご利用時 暗証番号入力

ディスプレイの上に、触知可能なPINシールドを設置いただき、
PINシールドのボタンを押下して、暗証番号を入力いただきます。

PIN入力ボタン(暗証番号入力ボタン)
ディスプレイに表示されたボタンをタッチして、暗
証番号を入力いただきます。

PINシールド
ディスプレイの上に、触知可能なPINシールドを
設置し、PINシールドのボタンを押下して、暗証
番号を入力いただきます。
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Saturn1000Elite ～PINシールド 外観図～

PINシールドのボタンは物理的に押下できるようになっています。
“5”、“訂正”、“確定”ボタンは凹凸により触知可能なため、

目の不自由な方にもご利用いただけます。

下部２か所のPUSHマークは、PINシールドをディスプレイに
固定する際に使用します。

背面

２か所の吸盤が正しい位置にセットされると
PINシールド利用モードに切り替わる

仕組みになっています。
適切な位置でしっかりと固定してください。

D:62±１
㎜

W:62±１
㎜

H:29±１
㎜

外形寸法：幅62±1㎜×奥行62±1㎜×高さ29±1㎜
質量 ：約26.1g
色 ：Black
素材 ：合成シリコン

前面主な仕様

※PINシールドの装着方法は本資料のスライド番号７に記載しています。
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STEP 3

端末環境設定画面で
「PINシールド操作設定」を押下しま

す。

STEP4

「有効」、「確定」の順で押下します。
※PINシールドの利用を停止する場合は、

「無効」を選択下さい。

Saturn1000Elite ～PINシールド事前設定①PINシールド有効化～

PINシールドをご利用いただく場合、端末の設定メニューから「PINシールド操作設定」を“有効”にする必要があります。
必要に応じて以下の手順で設定を変更の上、ご利用下さい。
※出荷時の初期値は“無効”が設定されています。

STEP 1

メイン画面で「設定」を押下します。

STEP 2

設定画面で
「端末環境設定」を押下します。

PINシールド操作設定
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STEP 3

端末環境設定画面で
「タッチ操作音設定」を押下します。

STEP4

「有効」、「確定」の順で押下します。

Saturn1000Elite ～PINシールド事前設定②タッチ音有効化～

目の不自由な方がご利用されますので、「タッチ操作音」を“無効”に変更されている場合は
端末環境設定から“有効”にしていただく必要があります。 ※出荷時の初期値は“有効”が設定されています。
タッチ操作音が無効になっていると、暗証番号の入力ミス等に繋がり業務が滞る恐れがございますので
必要に応じて以下の手順で設定をご変更ください。

STEP 1

メイン画面で「設定」を押下します。

STEP 2

設定画面で
「端末環境設定」を押下します。
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STEP 3

管理者メニュー画面で
パスワードを入力します。

STEP4

「音量設定」を押下します。

Saturn1000Elite ～PINシールド事前設定③音量設定を上げる～

目の不自由な方がご利用されますので、音量を小さくしたり無音に変更されている場合は管理者メニューから
音量設定を上げていただく必要があります。 ※出荷時の初期設定では「大」に設定されています。
音量を小さくしたり無音にしていると、暗証番号の入力ミス等に繋がり業務が滞る恐れがございますので
必要に応じて以下の手順で設定をご変更ください。

STEP 1

メイン画面で「設定」を押下します。

STEP 2

設定画面で
「管理者メニュー」を押下します。

STEP5

適当な音量に設定し、
「確定」を押下します。

※管理者メニューのパスワードの初期値は
00000000（0が8桁）です。
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Saturn1000Elite ～PINシールド 利用手順～
STEP 1：PINシールドを被せる

・PIN入力画面で、PIN入力ボタン(暗証番号入力ボタン)部分
にPINシールドを被せます。

STEP 2：ディスプレイに固定する

・PINシードルを被せたら下部2か所にある「PUSH」マークを押し
てディスプレイに固定します。

※PINシールドを装着して、PINシールドモードに移行するのに
2秒かかります。

STEP 3：装着確認

・正しくPINシールドが装着できると「ピッ」と装着音が鳴ります。

また、ディスプレイ左側に「PINシールド装着中」と表示されます。

・正しく装着できたことを確認したら、PINシールドのボタンを押下
し、暗証番号を入力いただいてください。

装着音が鳴ります。

ピッ

※装着後にPINシールドがズレた場合

PINシードル装着後に、PINシールドがずれると、「ブーブーブー」とエラー音が鳴ります。
また、ディスプレイ左側に「PINシールドを再装着してください」と表示されます。

この場合、PINシールドを正しい位置に再装着ください。

「PINシールドを再装着してください」と
ディスプレイに表示されます。 ブーブーブー

エラー音が鳴ります。

PINシールドがディスプレイからはみ出ている、斜めに置いて
しまうとPINシールドを認識できません。

※PINシールドの装着NG例

正しく装着されると
STEP3の状態に戻ります。

はみ出さずにまっすぐ置いたら
「PUSH」マーク2か所を押して固定

※両方のPUSHマークを
同時に押すのではなく、

片方ずつ押すと
装着しやすくなります

「PINシールド装着中」と
ディスプレイに表示されます。
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PINを入力していない状態で
PINシールドの「×」ボタンを押す

ディスプレイの誤タッチ
(所定の位置で２箇所、
２秒以上タッチした場合)

PINシールドを装着する

Saturn1000Elite ～PINシールド利用モード解除方法～

PINシールド利用モードは取引を完了もしくは取り消した時点で解除されます。
そのため、PINシールドの利用を途中でやめたい場合や、PINシールドを誤認識してPINシールド利用モードになってしまった場合は
1度取引を中止してから、再度処理を実施ください。

PIN
シールド
利用
モード

PIN
シールド
利用モード
解除

※注意

取引中止確認画面

左下の「取引中止」ボタンを
３秒間長押し

「取引中止」を

３秒間長押し

「はい/Yes」を押してください
（PINシールドを外して行ってください）

PINシールド利用モード解除方法

再度処理を行う

この画面の状態で取引中止せず
にPINを直接入力すると、

適切なPINが入力されず混乱を
招く恐れがあります。

または

または

POSから再処理要求をいただき
再度処理を行ってください。

PINシールド利用モードのままPINシールドを外すと
「PINシールドを再装着してください」と表示されます。

※ご契約内容により表示される
画面が異なります。

PINシールドを取り外す際は、片手で本機を押さえ
ながら、PINシールドを引っ張って外してください。
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Saturn1000Elite ～PINシールド利用上の留意事項～

●PINシールドを設置する際は、S1Eの傾きを60度以下にしてご利用ください。
60度以上でご利用いただくと、PINシールド装着を認識しにくくなります。
※PINシールドの装着方法は本資料のスライド番号６に記載しています。

●店舗内の端末の一部のみ「有効」にすることをお勧めします。
PINシールドの設定を「有効」にすると、画面の誤タッチ等により業務が滞るリスクがあります。
そのため、店舗内の全ての端末の設定を「有効」にするのではなく、サービスカウンターや一部のレジの端末のみ「有効」にする等
店舗内での限定的なご利用をお勧めします。
※PINシールドの設定を「有効」にする方法は本資料のスライド番号3に記載しています。

●PINシールドは暗証番号入力画面以外で取り付けをしないでください。

●本機にフィルムやプライバシーフィルターが貼り付けられている場合は、必ず取り外してください。
フィルムやプライバシーフィルターが貼り付けられているままの状態だと、PINシールドが正しく認識されません。

● 確定ボタン押下によるPINバイパスやPIN不知フォールバックにご注意ください。
PINシールドの構造上、PINシールド裏のシールド認識ポイント（アンカーポイント）の一つが確定ボタンの位置にあります。
そのためPINシールドが上手く認識されなかった場合、PINを入力せずに確定ボタンを押した時と同じ挙動になり、
PINバイパスやPIN不知フォールバックが発生するリスクがあります。
誤って確定ボタンを押してしまうリスクを軽減するため、
装着の際は左のPUSHマークを押してから右のPUSHマークを押すことをおすすめします。

※PINシールドの装着方法・端末設定方法・留意事項については、取扱説明書にも記載がありますのでそちらも併せてご確認ください。

推奨

無効 無効

有効

60度以下

① ②
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Saturn1000Lane ～PINシールド概要～

Saturn1000Lは、ソフトウェアPIN(ディスプレイに直接暗証番号を入力する方式)を採用しております。
目の不自由な方にご利用いただくため、オプションで「PINシールド」をご提供します。

通常ご利用時 暗証番号入力

フラットなディスプレイ上にPIN入力ボタン(暗証番号入力ボタン)が表示されます。
ディスプレイのボタンをタッチして、暗証番号を入力下さい。

PIN入力ボタン(暗証番号入力ボタン)
ディスプレイに表示されたボタンをタッチして、暗
証番号を入力いただきます。

PINシールド ご利用時 暗証番号入力

ディスプレイの上に、触知可能なPINシールドを設置いただき、
PINシールドのボタンを押下して、暗証番号を入力いただきます。

PINシールド
ディスプレイの上に、触知可能なPINシールドを
設置し、PINシールドのボタンを押下して、暗証
番号を入力いただきます。
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Saturn1000Lane ～PINシールド 外観図～

PINシールドのボタンは物理的に押下できるようになっています。
“5”、“訂正”、“確定”ボタンは凹凸により触知可能なため、

目の不自由な方にもご利用いただけます。

下部２か所のPUSHマークは、PINシールドをディスプレイに
固定する際に使用します。

背面

２か所の吸盤が正しい位置にセットされると
PINシールド利用モードに切り替わる

仕組みになっています。
適切な位置でしっかりと固定してください。

D:62±１
㎜

W:62±１
㎜

H:29±１
㎜

外形寸法：幅62±1㎜×奥行62±1㎜×高さ29±1㎜
質量 ：約26.1g
色 ：Black
素材 ：合成シリコン

前面主な仕様

※PINシールドの装着方法は本資料のスライド番号７に記載しています。
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STEP 3

「設定」、「端末環境設定」の順で押下します。

STEP4

「PINシールド操作設定」を押下します。
「有効」、「確定」の順で押下します。
※PINシールドの利用を停止する場合は、
「無効」を選択下さい。

Saturn1000Lane ～PINシールド事前設定①PINシールド有効化～

PINシールドをご利用いただく場合、端末の設定メニューから「PINシールド操作設定」を“有効”にする必要があります。
必要に応じて以下の手順で設定を変更の上、ご利用下さい。
※出荷時の初期値は“無効”が設定されています。

STEP 1

「設定」を押下し、認証画面を表示します。
パスワードを入力し、「次へ」を押下します。
(パスワードは初期値：0000 が設定されて
います。)

STEP 2

メニュー画面が表示されたら「アプリ終了」を
押下します。
確認画面が表示されたら「確認する」を押下
し、Archアプリを終了します。
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STEP 3

「設定」、「端末環境設定」の順で押下します。

STEP4

「タッチ操作音設定」を押下します。
「有効」、「確定」の順で押下します。

Saturn1000Lane ～PINシールド事前設定②タッチ音有効化～

目の不自由な方がご利用されますので、「タッチ操作音」を“無効”に変更されている場合は
端末環境設定から“有効”にしていただく必要があります。 ※出荷時の初期値は“有効”が設定されています。
タッチ操作音が無効になっていると、暗証番号の入力ミス等に繋がり業務が滞る恐れがございますので
必要に応じて以下の手順で設定をご変更ください。

STEP 1

「設定」を押下し、認証画面を表示します。
パスワードを入力し、「次へ」を押下します。
(パスワードは初期値：0000 が設定されて
います。)

STEP 2

メニュー画面が表示されたら「アプリ終了」を
押下します。
確認画面が表示されたら「確認する」を押下
し、Archアプリを終了します。

⑧

⑨

⑩
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STEP 3

「設定」、「管理者メニュー」の順で押下します。
(管理者メニューのパスワードの初期値は
00000000（0が8桁）です。）

STEP4

「音量設定」を押下します。
適当な音量に設定し、「確定」を押下します。

Saturn1000Lane ～PINシールド事前設定③音量設定を上げる～

目の不自由な方がご利用されますので、音量を小さくしたり無音に変更されている場合は管理者メニューから
音量設定を上げていただく必要があります。 ※出荷時の初期設定では「大」に設定されています。
音量を小さくしたり無音にしていると、暗証番号の入力ミス等に繋がり業務が滞る恐れがございますので
必要に応じて以下の手順で設定をご変更ください。

STEP 1

「設定」を押下し、認証画面を表示します。
パスワードを入力し、「次へ」を押下します。
(パスワードは初期値：0000 が設定されて
います。)

STEP 2

メニュー画面が表示されたら「アプリ終了」を
押下します。
確認画面が表示されたら「確認する」を押下
し、Archアプリを終了します。

⑧

⑨

⑩
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Saturn1000Lane ～PINシールド 利用手順～
STEP 1：PINシールドを被せる

・PIN入力画面で、PIN入力ボタン(暗証番号入力ボタン)部分
にPINシールドを被せます。

STEP 2：ディスプレイに固定する

・PINシードルを被せたら下部2か所にある「PUSH」マークを押し
てディスプレイに固定します。

※PINシールドを装着して、PINシールドモードに移行するのに
2秒かかります。

はみ出さずにまっすぐ置いたら
「PUSH」マーク2か所を押して固定

STEP 3：装着確認

・正しくPINシールドが装着できると「ピッ」と装着音が鳴ります。

また、ディスプレイ左側に「PINシールド装着中」と表示されます。

・正しく装着できたことを確認したら、PINシールドのボタンを押下
し、暗証番号を入力いただいてください。

「PINシールド装着中」と
ディスプレイに表示されます。

装着音が鳴ります。

ピッ

※装着後にPINシールドがズレた場合

PINシードル装着後に、PINシールドがずれると、「ブーブーブー」とエラー音が鳴ります。
また、ディスプレイ左側に「PINシールドを再装着してください」と表示されます。

この場合、PINシールドを正しい位置に再装着ください。

「PINシールドを再装着してください」と
ディスプレイに表示されます。 ブーブーブー

エラー音が鳴ります。

PINシールドがディスプレイからはみ出ている、斜めに置いて
しまうとPINシールドを認識できません。

※PINシールドの装着NG例

正しく装着されると
STEP3の状態に戻ります。

※両方のPUSHマークを同時に押すのではなく、
片方ずつ押すと装着しやすくなります
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PINを入力していない状態で
PINシールドの「×」ボタンを押す

ディスプレイの誤タッチ
(所定の位置で２箇所、
２秒以上タッチした場合)

PINシールドを装着する

Saturn1000Lane ～PINシールド利用モード解除方法～

PINシールド利用モードは取引を完了もしくは取り消した時点で解除されます。
そのため、PINシールドの利用を途中でやめたい場合や、PINシールドを誤認識してPINシールド利用モードになってしまった場合は
1度取引を中止してから、再度処理を実施ください。

PIN
シールド
利用
モード

PIN
シールド
利用モード
解除

※注意

取引中止確認画面

左下の「取引中止」ボタンを
３秒間長押し

「取引中止」を

３秒間長押し

「はい/Yes」を押してください
（PINシールドを外して行ってください）

PINシールド利用モード解除方法

再度処理を行う

この画面の状態で取引中止せず
にPINを直接入力すると、

適切なPINが入力されず混乱を
招く恐れがあります。

PINシールド利用モードのままPINシールドを外すと
「PINシールドを再装着してください」と表示されます。

または

または

POSから再処理要求をいただき
再度処理を行ってください。

PINシールドを取り外す際は、片手で本機を押さえ
ながら、PINシールドを引っ張って外してください。
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Saturn1000Lane ～PINシールド利用上の留意事項～

●PINシールドを設置する際は、S1Lの傾きを60度以下にしてご利用ください。
60度以上でご利用いただくと、PINシールド装着を認識しにくくなります。
※PINシールドの装着方法は本資料のスライド番号６に記載しています。

●店舗内の端末の一部のみ「有効」にすることをお勧めします。
PINシールドの設定を「有効」にすると、画面の誤タッチ等により業務が滞るリスクがあります。
そのため、店舗内の全ての端末の設定を「有効」にするのではなく、サービスカウンターや一部のレジの端末のみ「有効」にする等
店舗内での限定的なご利用をお勧めします。
※PINシールドの設定を「有効」にする方法は本資料のスライド番号3に記載しています。

●PINシールドは暗証番号入力画面以外で取り付けをしないでください。

●本機にフィルムやプライバシーフィルターが貼り付けられている場合は、必ず取り外してください。
フィルムやプライバシーフィルターが貼り付けられているままの状態だと、PINシールドが正しく認識されません。

● 確定ボタン押下によるPINバイパスやPIN不知フォールバックにご注意ください。
PINシールドの構造上、PINシールド裏のシールド認識ポイント（アンカーポイント）の一つが確定ボタンの位置にあります。
そのためPINシールドが上手く認識されなかった場合、PINを入力せずに確定ボタンを押した時と同じ挙動になり、
PINバイパスやPIN不知フォールバックが発生するリスクがあります。
誤って確定ボタンを押してしまうリスクを軽減するため、
装着の際は左のPUSHマークを押してから右のPUSHマークを押すことをおすすめします。

※PINシールドの装着方法・端末設定方法・留意事項については、取扱説明書にも記載がありますのでそちらも併せてご確認ください。

60度以下

推奨 非推奨

無効 無効

有効

有効

有効

有効

① ②
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